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天

文

四

年
乙

未

極

月

五

日
ニ

於
二

尾

州

森

山
一

ニ

清

康

様

被
二

御

腹

を

召
一

従
レ

其
大
樹
寺
玉
誉
聖
人
様
之
御
前
ニ

而

道
甫
様
之
御
戒
名
を
請
取
申
、
同
七
日
ニ

大

樹

寺

を

罷

立

広

き

海

道

を

へ
（
経
）

り

ま
ハ

（

廻

）

り

山

野
ニ

か
く

（

隠

）

れ

海

河
ヲ

し
の

（

凌

）

き

人

近

を

深

忍

程
ニ

心

を

め

く

ら

し

今

橋

迄

同

十

日
ニ

罷

着

之

処
ニ

過

去

清

康

様

之

御

菩

提

之

儀

御

尋

有

旁

々

へ

彼

御

戒

名
ヲ

進

ひ
ろ

（

弘

）

め

申

也

就

中

（
な
か
ん
ず
く
）

勢

州

へ

人

を

し
た

（
仕
立
）

て

両

度

迄

大

蔵

殿

へ

申

合

遠

州

へ

御

下

の

事

ハ

り

相

定

也

、

従
レ

其

か

け

つ

か

（

懸

塚

）

へ

罷
下
、
三
月
十
七
日
ま
て
待
申
十
七
日
ニ

御

舟

付

懸

つ

か

か

ち

（

鍛

冶

）

か

所

に

て

御

若

子

様

を

お
か

（

拝

）

ミ

申

也

、

従
レ

其

拙

者

ハ

又

西

楽

寺

へ

罷

帰

也

、

天

文

五

年

丙

申

正

月

吉

日
ニ

遠

州

西

楽

寺

権

現

七

社

の

御

前

に

て

御

若

子

様

之

御

本

意

を

と

け

（

遂

）

さ

せ

給

へ

と

祈

念

申
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ふ

か

く

頼

た

て

ま

つ

る

処
ニ

其

上

夏

九

十

日

の

内

ニ

思

ひ

た

つ

事

か

な

ら

す

し
や
う
し
ゆ

（

成

就

）

つ

か

ま

つ

る

よ

し

ひ

さ

（

久

）

し

き

人

に

聞

な

り

彼
（
か
の
）

権

現

の

御

前

恵

日
ニ

七

度

ま

い

り

を

夏

九

十

一

日

の

内

を

し
や
う
し
ゆ

（

成

就

）

申

也

一

か

け

つ

か

よ

り

大

蔵

殿

本

意

ヲ

お

も

ひ

立

日

の

事

、

同

八

月

四

日

ニ

ひ

の

と

の

ゐ

（

丁

亥

）

卯

の

こ

く

（

午

前

六

時

頃

）

に

打
立
、
松
傳
十
郎
殿
を
御
供
申
今
橋
迄

ま

か

り

付

成
（
也
）

、

同

十

五

日

つ
ち
の
へ

（

戊

い
ぬ

戌

）

に

大

蔵

殿

・

伝

十

郎

殿

我

等

も

世

喜

へ

こ

も

（

籠

）

る

な

り

、

大

蔵

殿

・

松
伝
十
郎
殿
我
等
も
又
同
廿
六
日
ミ
つ

（

癸

の
と
の
う

卯

）

形
原
へ
う
つ
る
成
、
其
よ
り

九

月

十

日

ミ

つ

の

と

ゐ

（

癸

亥

）

に

時

ハ

い （

ぬ 戌
）

の

時

む
ろ
つ
か

（

室

塚

）

へ

十

郎

殿

様

御

き （

や
う
た
い

兄

弟

）

伝
十
郎
殿
・
大
蔵
殿
我
等
も

御
供
申

取
（
被
）

出
候
又
う
る
ふ

（

閏

）

十
月
七
日
ニ
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つ

ち

の

と

の

ひ

つ

し

（

己

未

）

む

ろ

つ

か

を

ち

や

き

（

自

焼

）

い

た

し

今

橋

迄

の

く

（

退

）

成 （
也
）

同

十

日
ニ

大

蔵

殿

又

本

意

を

と

け

ん

た
め
に
御
き
や
う
た
い
へ
御
い
と
ま
こ
い

（

暇

乞

）

申
駿
州
へ
被
レ

下
候
時
我
等
も
御
い
と
ま

こ

ひ

申

、

此

国

に

ね

ま

り

（
と
脱
ヵ
・
寝
宿
）

一

度

御

本

意

の

御

使

申

へ

き

た

め

に

大

蔵

殿

へ

申

合

く

か

い

（

公

界

）

の

儀

ハ

今

生

ニ

お

ひ

て

中

を

た

か

（

違

）

ひ

約

束

い
た
し
此
国
へ
立
か
へ
る
也
、
黒
衣
の

躰
（
て
い
）

に

て

山

に

か
ゝ

（

屈

）

ま

り

さ

と

に

ふ
し

（

伏

）

く

り

返

し

〳
〵
伝

十

郎

殿

御

意

を

う

け

申

よ

り

ほ

か

の

事

も

な

し

其

以

後

節

々

遠

州

へ

の

書

状

の

と
り
つ
き

（

取

次

）

我

等

か

た

へ

御

ほ
う
ひ

（

褒

美

）

の

書

状

三

人

衆

の

御

奉

行

衆

よ

り

か
す

（

数

）

あ
ま

（

許

た 多
）

あ

り

、

か
や
う

（

加

様

）

の

ほ
ん
く

（

反

故

）

と

は

不
レ

存

ま
ほ
り

（

守

）

に

か
け

（

懸

）

ま

い

ら

せ

て

こ

そ

也

、

又

ひ

の

と

の

と

り

（

天

文

六

年

丁

酉

）

四

月

十

五

日

よ

り

夏

し

や

う

し

ん

（

精

進

）

ニ

入
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彼

本

意

を

一

た

ひ

〳
〵
と

く

り

か

へ

し

〳
〵
東

南

西

北

の

大

小

神

に

我

等
ニ

に

あ

ハ

ぬ
く

（

願

）

わ

ん

を

申

な

り

そ

の

う

ち

四

月

つ

こ

も

り

（

晦

日

）

き

の

へ

と

ら

（

甲

寅

）

に

ほ

う

〳
〵
め

く

（

廻

）

ら

し

文

を

し

た

ゝ

む

る

也

、

彼

筆

と

り

ハ

松

傳

十

郎

殿

御

心

の

ま

ゝ

に

あ

そ

は

す

な

り

、

し

か

れ

ハ

其

夜

ま （

ん 満

）

す

る

と

ら

の

一

天

（

東

北

東

の

空

一

点

）

ニ

御

夢

想

を

我

等

か

う

む

る

事

一

在

所

大

樹

寺

仏

殿

の

き

だ

（

階

）

は

し

に

十

二

か
ハ

（

替

）

り

の

小

か
た
ひ
ら

（

帷

子

）

段

々

の

お
つ

（

追

）

て
数
十
二
か
く
る
と
見
る
、
そ
れ
に

つ

き

か

ら

と

（

唐

戸

）

を

ひ

ら

き

た

け

（

丈

）

二

尺

は

か

り

の

ど

う

し

（

童

子

）

三

尺

い

て

彼
（
か
の
）

か

た

ひ

ら

を

き

て

れ

ん

し

の

舞

を

す

る

と

み

る

、

し

ら

す

（

白

洲

）

の

人

々

の

事

御

堂

よ

り

ひ

た

り

（

左

）

の

わ

き

に

与

一

殿

若

殿

は

ら

（

輩

）

廿

計

に

て

見

物

候

つ

る

中

よ

り
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平

澤

新

兵

衛

御

使

と

し

て

御

は

た

（

旗

さ

ほ

竿

）

ゝ
（
を
）

わ

き

に

か

つ

き

ひ

た

り

（

左

）

の

手

に

は

札

木

に

は

ん

（

判

）

を

す

ゑ

（

居

）

堂

う

よ

り

み

き

（

右

）

に

景

な

る

座

敷

の

あ

る

と

見

る

、

そ

の

ゑ

ん

（

縁

）

ニ

我

等

一

人

罷

有

所

へ

彼

御

は

た

さ

ほ

と

札

木

を

平

澤

新

兵

衛

も

ち

来
り
申
様
、
三
州
殿
江

渡
し
申
候
へ
、
と

我

等

に

た

し

か

に

申

つ

た

へ

我

等

請

取

申

御

は

た

さ

ほ

（

旗

竿

）

ゝ
（
を
）

ひ

た

り

の

か

た

に

札

木

を

み

き

（

右

）

の

手

に

た

し

か

に

う

け

取

と

見

る

、

そ

れ

に

つ

き

東

よ

り

鶴

の

を

き

（

置

）

物

た

け

三

尺

計

に

つ

く

（

作

）

り

は

か

ひ

に

く

れ

な

ひ

（

紅

）

の

ま
る
く
ミ

（

丸

組

）

ま

わ

り

五

寸

は

か

り

に

く

ミ

ゆ
ん
て

（

弓

手

）

め
て

（
馬
手
）

の

は

か

ひ

に

か

け

せ

う

さ

（

上

座

）

に

お （
置
）

く

と

み

る

此

外

を （
折
）

り

く

き

や

う

（

公

卿

）

さ

か

な

（

肴

）

の

台

廿

膳

は

か

り

座

敷

ニ

す

ゑ

（

居

）

る

と

み

る

、

そ

れ

を

与

一

殿

事

の

ほ

か
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さ

わ

か

し

く

な

り

た

□ （
ち
）

御

堂

の

わ

き

の

つ

ゐ

ち

（

築

地

）

を

は

ね

こ

し

廿

計

の

人

数

ひ

き

つ

れ

や

ふ

（

薮

）

田

を

さ （
指
）

し

て

ゆ

き

か

た

（

行

方

）

な

く

成

給

ふ

と

み

る

、

彼

御

は

た

さ

ほ

ゝ

我

等

か

つ

き

こ

れ

ハ

〳
〵
と

申

て

せ

き

（

世

喜

）

の

橋

ま

て

行

と

見

る

か

く

の

こ

と

く

の

夢

さ

め

候

て

加
太
山

（

甲

山

寺

）

多

宝

坊

に

て

か

た

の

こ

と

く

夢

ふ

る

ま

ひ

仕

り

阿

闍

利

に

御

祈

念

の

御

事

頼

た

て

ま

つ

る

と

申

、

き

の

と

の

卯

（

天

文

六

年

戊

寅

ヵ

）

五

月

一

日

（

乙

卯

）

に
て
候
へ
ハ
山
中
へ
罷
越
、
御
八
幡
宮

へ

七

日

参

を

日

に

七

度

ツ

ヽ

申

也

一

さ

て

一

七

日

ま

い

り

申

ま

ん

（

満

）

す

る

と

ら

の

一

天
ニ

又

見

る

夢

想

の

事

井

田

善
（
若
）

宮

殿

門

前

に

て

御

馬

か

ひ

（

飼

）

彦

太

夫

ミ

の

（

蓑

）

笠

を

き

て

岡

崎

殿

様

御
馬
か
ひ
候
御
事
我
等
一
人
に
て
中
々

か
い
ゑ

（

飼

得

）

申

間

敷

候

、

初

の

御

祝

言

御
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き
や
く
し
ん

（

客

人

）

の

御

馬

三

百

は

か

り

候

之

間

そ

ふ

（

早

〳
〵

々

）

御

馬

か

ひ

を

お

ほ

せ

つ

け

ら

れ

候

へ

と

我

等
ニ

頼

入

そ

せ

う

（

訴

訟

）

と

見

る

也

、

然

者

そ

れ

か

し

（

某

）

申

や

う

、

料

足

廿

疋

ひ

き

て

（

引

出

）

物

に

出

し

候

御

馬

か

ひ

を

ハ

し

か

る

へ

き

も

の

を

二

人

も

三

人

も

先

々

た

つ

ね

候

へ

と

申

付

早

々

井

田

よ

り

岡

崎

へ

帰

り

候

へ

と

か

た

く

申

付

鳥

居

朝

日

の

方

の

石

に

し

や

く

つ
へ

（

杖

）

を

立

そ

の

ま

ゝ

夢

さ

む

る

也

一

彼

御

夢

想

の

様

躰

五

月

廿

一

日

東

三

川

と

見

な

か

（

富

永

）

に

て

織

部

殿

・

本

多

平

八

郎

殿

・

大

蔵

殿

三

人

へ

此

物

語

の
こ

（

残

）

さ

す

懇

（
ね
ん
ご
ろ
）

ニ

申

也

、

猶

々

御

本

意

の

上

に

て

大

か

ミ

様

御

ふ （

く

ろ

袋

）

さ

ま

へ

も

御

披

露

申

也

又
六
月
十
日
ニ

拾
三
様
・
大
蔵
殿
へ
も

西
の
二
階
に
て
懇
ニ

申
也
、
彼
御
夢
想
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の

計

な

り

に

は

も

か

ハ

ら

す

御

理

運

の

御

と

ら

せ

候

事

末

代

に

お

ゐ

て

御

悦

な

り

、

か

や

う

の

御

き （

奇

す

ひ

瑞

）

を

多

宝

坊

へ

委

御

物

語

申

し

せ

ん

（

自

然

）

御

う

た

か

ひ

御

座

候

ん

と

存

知

末

代

の

御

た

め

に

す

な

ハ

ち

多

宝

房

御

阿

闍

利

江

夢

の

御

ふ

る

ま

ひ

か

た

の

こ

と

く

つ

か

ま

つ

り

や

か

て

其

座

敷

に

て

以

後

文

証

の

御

た

め

に

判

を

さ

せ

申

也

一

六

月

一

日
ニ

岡

崎
江

御

本

意

を

御

と

け

候

也

、

そ

れ

に

つ

き

七

日

よ

り

あ

つ

か

ひ

候

て

六

月

八

日
ニ

無

事

に

罷

成

、

然

者

則

駿

河

国

へ

御

迎

御

く

た

し

同

廿

五

日
ニ

御

若

子

様

御

入

城

な

さ

れ

候

間

上

下

万

民

よ

ろ

こ

ひ

を

な

す

事

き

わ

□
（
ま
脱
ヵ
）

り

な

き

の

処

ニ

又

無

事

違

返

し

て

程

な

く

と

り

あ

ひ

（

取

合

）

に

罷

成

候

へ

共

御

理

運

を

得

候

也
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天

文

六

年

と

り

ひ
の
と
の

岡

崎

本

意

を

思

ひ

立

吉

日

四

月

つ

こ

も

り

（

晦

）

き （

の
へ
と
ら

甲

寅

）

の

日

時

を

六

ツ

時

分

に

御

閍
へ
状
を
め
く

（

廻

）

ら
し
拙
者
、
傳
十
郎
殿

御

意

を

得

は

し

（

走

）

り

め

く

（

廻

）

り

頼

入

人

々

の

事

一

番
ニ

松

平

傳

十

郎

殿

御

苦

労

を

以

同
松
善
一
郎
殿
・
本
多
猿
千
代
殿
并
ニ

さ

か

遍

又

十

郎

殿

御

引

付

候

一

松
平
拾
郎
三
郎
殿
様
江

彼
段
申
入
候
事

御
内
石
河
藤
十
郎
殿
・
内
藤
甚
太
郎
殿

両
所
を
以
申
入
す
な
ハ
ち
御
同
心
よ
ろ

こ

ひ

を

な

し

程

な

く

ろ

う

（

浪

）

人

衆

の

御
在
所
へ
此
由
申
届
候
也
、
彼
方
よ
り

拾

郎

殿

様
江

何

与

様

（
い
か
（
歟
）
よ
う
）

に

も

路

し
（
次
）

つ
か

（

使

）

ひ

頼

入

よ

し

被

申

候

つ

る

間

一

我

等

子

に

て

候

者

御

供

を

申

津
（
摂
津
）

の

国
へ
御
湯
治
め
さ
れ
候
所
へ
あ
き

（

商

）

人
を

頼

入

三

州
江

御

若

子

様

御

入

国

あ

る

へ

き

雑

説

も

つ

て

の

ほ

か
ニ

候
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之

間

先

々

京

ニ

と

ゝ

（

留

）

め

申

当

座

の
御
と
り
か
へ

（

取

替

）

五
十

貫
程
ハ
仕
候
へ
と

申
付
、
人
を
の
ほ
す
る
也

一

松

平

甚

三

郎

殿

、

此

手

筋

を

も

つ

て

同

松

平

甚

三
（
六
）

郎

殿

御

内

の

お

し

ま

宗

六

郎

此

衆

も

其

夜

ま

て

ハ

別

儀

御

座

な

く

候

つ

る

か

相

違

候

て

御

同

心

な

く

候

へ

共

彼

ち
か
ら

（

力

）

を

も

う

く

る

也

一

阿

部

甚

五

郎

殿

を

頼

入

松

平

彦

四

郎

殿

を

申

調

候
并

西

条
ニ

お

ゐ

て

御

安

慶

様

同

御

内

人

と
を
な
か

（

富

永

）

殿
・
一
色
小
三
郎
殿

何
（
い
ず
れ
）

も

彼

御

人

数

を

申

う

く

る

処

に

其

夜

松

彦

四

郎

殿

ま

つ

〳
〵
あ

ひ

の

へ

さ

せ

ら

れ

候

事

に

よ

り

御

手

を

あ

は

せ

ち
（
ら
ハ
）

れ

す

候

つ

る

、

乍
レ

去

力

を

ハ

う

く

る

也

一

城

を

取

つ

こ

も

り

の

日

調

人

数

之

事

今

村

甚

三

郎

殿

を

゛
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頼

入

わ

た

り

中

書

の

儀

を

申

調

也

一

林

藤

助

殿

の

儀

を

以

て

松

平

弥
十
郎
殿
・
中
山
勘
右
衛
門
殿
・
や
な
た

平

三

郎

殿

・

同

平

九

郎

殿

此

分

を

申

調

也

一

御
台
所
、
八
郎
五
郎
を
以
天
野
清
右
衛
門
殿
・

植
村
新
六
郎
殿
申
調
也

一

御
つ
め
衆
の
事
、
是
ハ
ま
へ
よ
り
し
て

仰
合

ら
（
さ
）

れ
け
る
、
我
等
ハ
城
取
へ
き
七
ツ

時

分
ニ

林

藤

助

殿

を

頼

入

申

合

候

也

林
藤
助
殿
、
大
く
ほ
新
八
郎
方
、
成

世
（
瀬
ヵ
）

藤
三
方
、
成
世
又
太
郎
殿
、
大
加
孫
四
郎
殿

彼

五

人

衆
者

其

夜

勢

を

い

た

す

也

此
外
御
つ
め
衆
の
事
、
屋
か
う

（

八

國

）

甚
六
方

申
合
け
る
か
城
へ
そ
の
夜
ハ
御
出
な
く

候
間
か
く
の
こ
と
く
申
也

一

河
村
隼
人
殿
・
同
半
二
郎
殿
、
是
ハ
我
等

申
合
候
也

一

御
中
間
衆
六
郎
左
衛
門
・
孫
五
郎
・
八
郎

五
郎

彼

三

人
を

申

申
（
衍
字
）

き

か

せ

二
人

ハ
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ま
き
ひ
ら

（

牧

平

）

迄

御

あ

し

か

る

衆

の

迎

に

つ
か
ハ
す
る
な
り
、
か
く
の
こ
と
く
に

申

調

、

は

や

夜

ハ

ふ
（
更
）

け

行

へ

（
候
脱
ヵ
）

と

も

大

か

ミ

様

人

し
ち

（

質

）

に

御

座

候

子

細
ニ

よ

り

十

三

の

御

前

相

延

候

処

を

石

川

傳
太
郎
殿
・
植
村
新
六
郎
殿
・
天
野
清
右
衛
門
殿
・

内

藤

甚

太

郎

殿

・

林

藤

助

殿

彼

五

人

衆

へ

我

等

き

ん

ち

や

う

（

金

打

）

仕

候

事

大

か

ミ

様

御

儀
ニ

お

ゐ

て

如

在

御

座

有

間

敷

子

細

候

と

て

只

今

本

平

阿

大

方

よ

り

人

を

つ

か

わ

さ

れ

候

と

申

き
ん
ち
や
う

（

金

打

）

計

十

一

ケ

度

仕

ら

ん

此

上

に

て

拾

郎

三

郎

殿

御

同

心

候

て

御

本

意

也

一

御

足

軽

衆

人

数

百

計

申

合

こ

と

く

ね

い

し

は

ら

（

根

石

原

）

ま

て

我

等

迎

ニ

ま （

か

り

こ

へ

罷

越

）

御

城

へ

す

な

ほ

に

引

気
（
取
）

也

、

其

上

天

野

清

右

衛

門

殿

人

し

ち

（

質

）

と

し

、

又

太

郎

殿

を

窂
（
浪
ヵ
）

人

衆

の
迎
ニ

こ
い
申
、
松
傳
十
郎
殿
を
我
等



14
阿部家夢物語

御

供

申

、

三

人

を

同

心

桜

井

寺

迄

罷

越

其

朝

五

ツ

時

分
ニ

岡

崎

御

城

へ

御

う

つ

り

候

て

各

喜

悦

之

ま

ゆ

を

御

ひ

ら

き

事

也

一

彼

御

本

意

御

閍

何

も

〳
〵
お

ほ

し

め

し

雖
二

被
レ

立

候
一

中

に

も

我

等

如
レ

此

苦

労

仕

候

事

織

部

殿

・

本
多
平
八
殿
・
阿
部
大
蔵
殿
彼
三
人
衆

能

々

御

存

知

に

て

候

彼

お

も

て

一

点

き
よ
こ
ん

（

虚

言

）

な

く

候

、

若

虚

言

候
者

冨

士

・
白
山
蒙
二

御
罸
一

并

無
間
三
悪
ニ

永

墜

在

可
レ

仕

者

也

、

仍

彼

忠

節

之

段

拙

者

末

代

之

為
二

子

々

孫

々
一

如
レ

此

書

留

乎阿

部

四

郎

兵

衛

入

道

六

月

十

二

日

定

次

判


